支援者による不適切な行為がありました
日本ＯＰ協会主催レースにて、残念なことに、支援者による不適切な行為がありました。

本件は、その行為を受けた側のご理解と行為を行った本人の反省により大事には至りませんでした。

しかし、日本OP協会は事態を重く考え、理事会を開催して、再発防止について話し合いました。

そこで、以下の考え方を再確認いたしました。

｢日本OP協会は、選手とともにレースに関わる、ご父兄、コーチなどの支援者は全て選手と一体であると考えます。したがって、選手が守るべきルール、マナーは当然遵守されるべきであります｣

過去においても、支援者の不適切な行為によって問題が発生し、時には重大な結果に至ってしまったこともあります。レースに関わる方は全て、RRSを充分にご理解いただく必要があります。
また、OP級のレースに関わる方は併せて日本OP協会の規約をご一読いただき、ご理解頂くよう、お願いいたします。

以上
